
＜平日例会＞

“ミステリースポット”で海底ウォーク！
日 時：２０１５年４月１５日（水）   天候：晴れ一時小雨   １４０００歩  約９ｋｍ

集 合：京急大師線川崎大師駅 １０時

コース：川崎大師駅→川崎大師平間寺→大師公園・瀋秀園→千鳥運河→ちどり公園→謎の海底トンネル→東扇島

     →川崎マリエン→バスで川崎駅（解散）

参加者：小島重（Ｌ） 青松（ＳＬ）  班長：常盤 熊島 落合 志村   

     勅使河原 平嶋 神谷 吉留 平林 鈴木徳 大平 仲 奴田 伊藤眞 菊池 佐藤繁 藤原和 深瀬 小林俊

     森川 井内 宮野 福士 中嶋 市村 鈴木美 清水靖 平林勝 桑原 山本 小林久 塩川 橋本

/一般：前（東京Ｗ） 片岡   計３７名

まさに“天祐”か！昨日の予報では「昼から雷雨や突風」とあったが、幸いにも一時パラパラときただけで、青空が広がる天

候となり、昼食場所のちどり公園では傘を出さずに食べることが出来た。今回のコースは工場地帯の国道沿いを歩くので、天

候の急変でもあると逃げ場がなく、その点が心気がかりだったが無事に完歩出来て良かった。ミステリースポットともいわれる

海底人道トンネルは意外と知られてなかったようで、皆さんも神妙な顔で歩いていました。また川崎マリエンでは、国際港でも

ある川崎港の機能と役割についてのビデオを鑑賞、クイズで少しばかり“頭の体操”も出来ました。 ＜フォトレポート 小島＞

＜ここは何処？・・・ここは川崎大師公園内にある「瀋秀園」。中国風の建物が青空に映えます＞

※中国瀋陽市と川崎市との友好都市提携５周年を記念して、瀋陽市から寄贈されたもの。中国の庭園技術指導団の指導の

下に造成され、昭和６２年に開園した。四季を通じて楽しめる、市民の憩いの場所となっている。



集合場所の京急川崎大師駅。初詣時は大混雑です。      川崎大師表参道。ここを潜ると厄が除ける？

水曜日のせいか開いている店も少ない。              のど飴の店が立ち並ぶ参道。

川崎大師本殿。                つるの池。往時には多摩川から分水した二ヶ領用水が入っていたそうです。                 

  

       青空の下、大師公園に入ります。           すでに花も散り、葉桜になっていました。



瀋秀園に入ります。中国風のハデな装飾の門。         門の天井裏には素晴らしい風景画が描かれている。

大師公園の一角に造られたもので、園内を一周するのにそう時間はかかりません。このような滝もありました。

塩浜交差点。ここから国道沿いに本格ウォークです。      夜光町の由来。川崎大師の縁起に関係します。

こんな“芸術的”なタンクも・・・        千鳥運河。工場夜景のスポットです。  頭の上にも配管パイプが。大丈夫？



道路沿いにはこんな形のパイプも。       川崎港のモニュメント。   川崎港への貨物線。撮り鉄のスポット？

ちどり公園に着きました。青空で良かった～            海底トンネルの換気塔です。食後はこの下を・・・

※昼食タイム。あの天気予報は何処にいってしまったのか、雷雲の影さえ見当たりません！

  

※いつも女性陣ばかり撮っているという“影の声”があるので、この際男性陣は大判で載せました！



公園から見た対岸の東扇島。この海の下を歩きます。     海を背に立つこの方は？ポーズも決まって渋いですね～

さあ、いよいよ海底に下りますよ～                 その前に・・・持ち主を待つこのバック。誰の？

      

  海底への入り口。人道トンネルです。     ３ｍ幅の通路が約１ｋｍ続きます！      上がれば海でしょ？

  

       階段を下ります。何故か無口に・・・          通行人もなく・・・ＫＷＣ専用トンネル！？



海底から無事東扇島に上陸！       かつてこの辺りは一面海でした。      先ほど出てきた換気塔を後に・・・

川崎マリエンに到着。中央の塔の１０Ｆが地上５１ｍの展望台、９Ｆはスカイレストランとなっています。

まずは１Ｆのシアターで川崎港について学びました。      １０Ｆ展望フロアからは３６０度の景色が楽しめます。



  

小杉方面でしょうか。                           この先にはスカイツリーが見えるはずですが・・・

  

三浦半島も霞んで見えます。                      東京湾アクアラインの海ホタルも。(２４倍望遠撮影)

    

フロア中央にはジオラマがあり、上空から見た川崎港周辺が確認出来ます。現役時代の思い出がある人も。

  

                 どうやら今回のコースの一番人気は、このジオラマだったようです！     



  

２Ｆには海苔資料室があり、かつて川崎の海で行われていた海苔づくりの歴史が学べます。

川崎港はベトナム・ダナン港との友好港です。          マリエン前からはバスで川崎駅へ。（そこで解散）

  

     アフターは１７名で京急川崎駅近くの天狗にて。皆さん相当お疲れ気味で、早めにお開きとなりました。

※今回は不安定な天候との綱引きでした。この日の昼食場所のちどり公園は雨を凌ぐ施設がないので、予報通り昼頃から雷

雨となるとお弁当を開くことが出来ず、皆さんに大変な思いをさせてしまうことになります。そのため常に空を見つめながら、

時間との戦いのウォークとなりそうなので、川崎大師でのお参りの時間も取らず、急ぎ足で公園まで歩いていただきました。

しかし幸いにも予報が外れ雨雲も去って青空が広がり、無事昼食をとることが出来ました。あの雷雨予報さえなければと、

気象庁に恨みの残ったウォークでした。参加いただいた皆様、ご協力有難うございました。


